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	妊産婦等生活援助事業所 設置促進・機能強化 全国6ブロック研修開催のご案内
	参加費

	無料
	ブロック
	九州・沖縄
	妊産婦等生活援助事業所の設置促進・機能強化を目的とし、 事例共有・情報交換会を開催します。
	妊産婦を支える輪を、あなたの地域にも。
	TKPガーデンシティ鹿児島中央　3階　薩摩ホール（鹿児島県鹿児島市中央町26-1 南国アネックスビル） ※駐車場のご用意はございません。

	本研修では先進的な妊産婦等生活援助事業の事例・課題を直接聞くことができます。 また、同じブロック内の自治体・民間団体との顔の見える関係を構築できます。 妊産婦等生活援助事業の取組は始まったばかりです。 皆様の現場での気づきや取組が、今後の日本の特定妊婦などの支援の向上につながります。ご参加をお待ちしております。
	講師紹介

	宮崎 未由樹
	看護師として大学病院NICUにて５年間勤務後、産婦人科、小児科、成人外科病棟など多領域において臨床経験を積む。その後、同法人の医療福祉センター聖ヨゼフ園、清心乳児園へ配属され、障害児者支援および乳児院にて生活支援、発達支援に携わる。現在は母子支援機関Linkの母子支援コーディネーターとして従事している。

	こども家庭庁 支援局 家庭福祉課　担当者
	大神 嘉
	こどもと女性包括支援センターhalu　業務執行理事 兼 センター長
	小学校の教員を10年務めた後、福岡市内の母子生活支援施設へ入職。その後、同施設の施設長・産前産後母子支援センターのセンター長を経て、現職は困難を抱える子ども女性への支援に従事。

	社会福祉法人慈愛会　母子支援機関Link

	妊産婦等生活援助事業とは
	妊産婦等生活援助事業とは家庭生活に困難を抱える特定妊婦や出産後の母子等に対する支援の強化を図るため、一時的な住まいや食事の提供、その後の養育等に係る情報提供や、医療機関等の関係機関との連携を行うことを目的に下記の事業を行うものです。 利用者の状態に応じた支援計画の策定／妊娠葛藤、こどもの養育、自立に向けた相談支援／入居や通いの居場所や食事の提供等の生活支援／児童相談所・自治体、児童福祉施設、医療機関等の関係機関との連携／医療機関受診、就労支援機関の利用、行政手続き等の同行支援

	個別のお悩みに伴走します！ アドバイザー派遣のご案内
	本事業では、設置促進や機能強化の支援ため、専門知識をもつアドバイザーの派遣・勉強会開催等を予定しております。自治体や団体の課題に沿った個別相談対応をいたします。当日会場にて詳細をご説明します。当日参加できない方への資料送付も承りますので、お気軽にお問い合わせください。
	記録・広報・運営に関するお願い
	本事業の記録および報告、また今後の事業紹介（ウェブサイトや報告書等）を目的として、会場内での録画・録音・写真撮影を実施いたします。写真を公開する際は、個人の特定ができないよう加工を施すなど、プライバシーに十分配慮いたします。参加者の皆様による講義内容の録音・録画、およびSNS等への無断転載はご遠慮ください。
	本事業について 本事業は令和8年度(令和7年度からの繰越分)特定妊婦等支援機関ネットワーク形成事業として、こども家庭庁から補助を受けしゃちネット妊産婦等生活援助コンソーシアムが実施しています。
	しゃちネット妊産婦等生活援助コンソーシアム 妊産婦とこどもたちを支援する団体有志が、令和8年度特定妊婦等支援機関ネットワーク形成事業（こども家庭庁補助事業）の採択を受け、妊産婦等生活援助事業所（以下「事業所」という。）の設置促進・機能強化を行うとともに、事業所のほか市町村や児童相談所、児童福祉施設、医療機関等の関係機関が連携し、家庭生活に支障が生じている特定妊婦や出産後の母子等（以下「特定妊婦等」という。）への支援についての課題等を把握・共有することで、特定妊婦等への理解をより深め、支援が必要な特定妊婦等が安心した生活を行うことができる社会の実現を図ることを目的として組成したコンソーシアムです。
	一般社団法人 全国妊娠SOSネットワーク 広島県広島市南区猿猴橋町5番13号





